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０．まず，お考え頂きたいこと。
Ⅰ．卒業生の受験状況＆進路状況
Ⅱ．大学進学について
【１】入試環境とその課題について＆進路選択の考え方
【２】入試制度を理解する
①入試分類と募集定員の割合 ②募集定員の割合推移
③総合型・学校推薦型選抜 ④一般選抜～日程～
⑤国公立大一般選抜_注意点 ⑥一般選抜～共通テスト～
⑦一般選抜～絞り込み注意～ ⑧一般選抜 ～諦めない～
⑨2025年度(新課程)入試

【３】今後の日程・取り組み
Ⅲ．ちょと余談
Ⅳ．専門学校進学について→専門分野の即戦力を身につける場
Ⅴ．様々な経路で叶えることができる職業について
Ⅵ．総合型選抜・学校推薦型選抜～本校の手続きと日程～
Ⅶ．進路実現へのポイント
Ⅷ．学費 ～受験から→入学→生活→卒業まで～
Ⅸ．最後に



下線部 に入る語句や文を お考え下さい。

１） 受験とは， である。

２） 大学合格は， ではない。

０．まず，お考え頂きたいこと。



Ⅰ．卒業生の受験状況＆進路状況



文部科学省「令和２年度学校基本調
査」から大学通信社作成

受験準備生(浪人生)

約43万人

約5万人

※ヒストグラムが重なっているグラフとなっています。

Ⅱ．大学進学について
【１】入試環境とその課題について＆進路選択の考え方



大学への志願者数

大学定員
＝｢2021(令和3)年度入試で になった｣と言われています。

また，下記のような状況も

Ⅱ．大学進学について
【１】入試環境とその課題について＆進路選択の考え方

0.97



時代

受験生の大学での椅子は準備されている。いわゆる

到来と言われている。

といえども引き締めていかなければならない！

なぜなら，
｢入り易い大学｣と「入り難い大学」の差は，
→ 教育内容の差、教育環境の差・・・となっている。

化大学の が進んでいる。

→大学は生き残りをかけて必死
×大げさな広報
△keyword｢グローバル｣｢就職率100%｣･･･本当？
×コスト削減→人員(大学職員)削減
△収入の確保→受験料収入（入試方式複線化）など
○より優秀な学生の確保 （多様な入試方式）
○教育内容・教育環境の充実
○奨学金の充実 大学研究が大切！

Ⅱ．大学進学について
【１】入試環境とその課題について＆進路選択の考え方

大学全入

二極化



2018年度入試で受験準備生・・・・・・・・・・・・・・・ 約 ５万人
2019年度センター試験での既卒生志願者・・・・ ・約１１万人

Ⅱ．大学進学について
【１】入試環境とその課題について＆進路選択の考え方
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＜参考＞
志望大学決定までのイメージ図

「入れる大学」から「入りたい大学へ」
×安易な受験 → 不本意入学・安易入学 → 受験やり直しへ
○明確な目的を持って進学すべき。

Ⅱ．大学進学について
【１】入試環境とその課題について＆進路選択の考え方

自分と向き合う！



どのようにして大学を選択し，将来を考えていくべきか？

Ⅱ．大学進学について
【１】入試環境とその課題について＆進路選択の考え方



【まとめ】｢大学の現状｣と｢社会の変化」･「求められる人物像」
→ どのようにして進路を考えていくべきか。

意欲的・積極的･･･に取り組める学問を学ぶこと。

意欲的に！主体的に！学ぶ 伸びる！成長する！ 高い教養・スキルを持った人材へ

Ⅱ．大学進学について
【１】入試環境とその課題について＆進路選択の考え方



大学入試

一般選抜

学校推薦型
選抜

指定校推薦（私立大のみ）

公募推薦・・・・・・・・・・・・・
一校からの人数制限 有り or 無し

共通テスト 課すor 課さない

総合型選抜・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 共通テスト 課すor 課さない

Ⅱ．大学進学について
【２】入試制度を理解する ①入試分類と募集定員の割合



Ⅱ．大学進学について
【２】入試制度を理解する ②募集定員の割合推移



Ⅱ．大学進学について
【２】入試制度を理解する ③総合型・学校推薦型選抜



【事例１】宮城大学_総合型選抜

Ⅱ．大学進学について
【２】入試制度を理解する ③総合型・学校推薦型選抜



◆出願資格
（1）大学入学共通テストのうち指定する教科・科目をすべて受験
（2）現役
（3）校長が責任を持って推薦できる方
（4）合格した場合には，必ず入学することを確約できる方
（5）評定平均値が 4.0 以上の方で，人物，学力とも特に優秀である

Ⅱ．大学進学について
【２】入試制度を理解する ③総合型・学校推薦型選抜
【事例２】宮城大学 _ 学校推薦型選抜選抜

◆推薦できる人数
看護学群
1 校あたり 2 人まで。
事業構想学群・食産業学群
1 校あたり各学群 4 人まで。

◆選抜方法
大学入学共通テストの合計点，調査書，推薦書，自己申告書等の出願書類の内容
及び面接の成績を総合的に判定します。



AoⅡ期

AoⅢ期

Ⅱ．大学進学について
【２】入試制度を理解する ③総合型・学校推薦型選抜

【事例３】東北大学_総合型選抜



2021年度入試一般選抜_医学部/看護専攻・文系学部【数学】(抜粋)

2022年度入試AoⅡ_医学部/看護専攻【数学】(抜粋)

→概ね，一般選抜に向けての学習と並行して準備が可能。

Ⅱ．大学進学について
【２】入試制度を理解する ③総合型・学校推薦型選抜

【事例２】東北大学_総合型選抜



一般選抜(一般入試)・学校推薦型選抜・総合型選抜と

３つに分類されていますが，

各大学・学部・学科によって，選抜方法は異なり，細部までの説明は致しません。

選抜方法については，大雑把に理解していただければOKです。

「多様な入試によって，様々な生徒を入学させたい」という大学側の意図。

○一般選抜

→ 学力のある生徒を選抜する。

○学校推薦型・総合型選抜 .

◇ 難関大学(東大・京大・旧帝大・一橋・東工大)

→あくまで学力重視の選抜である。加えて学びに対する意欲もみる。

（意欲だけでは合格できない）

◇ 地方大学・中堅大学

→「学内での学習活動でリーダー｣｢学内の活性化となりうる人材｣と｢学力｣を
総合的に判断して選抜。

各大学・学部・学科の該当の入試方式のアドミション・ポリシーを熟読！

Ⅱ．大学進学について
【２】入試制度を理解する ③総合型・学校推薦型選抜



＜まとめ＞ 活用するか？活用しないか？
【注意点】

・一般的には，出願の際に合格したら入学することが確約させられる。すなわち，出

願したら，後に戻ることはできない。よって，第一志望でなければ出願するべきで

ない。また，あくまで通過点，一般選抜を見据えての学習を並行して行う。

【メリット】

・受験する機会が増える。

・将来について深く考え，進むべき方向を決める機会となる。

・自分の を生かせる＆アピールできる。進学への思いや意欲を伝えられる。

・早期に結果が出ることで，入学まで大学への準備ができる。

・早期に本気の受験モードに入れる。

〇出願要件が「現役のみ」の場合，現役同士での戦いである。

〇一般選抜とは異なり，その大学相応の学力の かつ 第１希望の受験生の戦いである。

【デメリット】

・普段の学習と異なる内容(志願理由書･小論文･課題レポート･面接etc)の準備をする

ことになり，学力が最も伸びるといわれる時期に，推薦・総合型選抜受験の準備に

追われる。

・推薦・総合型選抜受験で不合格のショックからの切り替え。

Ⅱ．大学進学について
【２】入試制度を理解する ③総合型・学校推薦型選抜



国公立大学
各大学選抜要項発表 ６～７月３１日まで

2023共通テスト本試験 1/13(土)・14(日)

個別学力検査出願 1月下旬～2月上旬

前期日程試験 2/25～

前期合格発表3/1～3/10

中期日程試験 3/8～

後期日程試験 3/12～

入学手続〆3/15

入学手続〆3/27

中･後期合格発表
3/20～中期3/23,後期3/24

出
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Ⅱ．大学進学について
【２】入試制度を理解する ④一般選抜 ～日程～



前期日程試験で合格して入学手続きを行うと、
中期日程、後期日程試験を受験しても
合格者リストから除外される。

「前期日程｣では第１志望校を受験することが原則。

Ⅱ．大学進学について
【２】入試制度を理解する ⑤国公立大一般選抜_注意点



〔１〕 出題教科・科目，選択方法，試験時間

Ⅱ．大学進学について
【２】入試制度を理解する ⑥一般選抜 ～共通テスト～



【事例１】
｢私は国公立大を第１希望としており下記が第１希望である」
→そこでは表のような受験科目なので，共通テストは得意な

国語・英語・数学Ⅰ・政治経済・生物基礎
で受験し，『数学A』や『数学ⅡB』『日本史B』などは捨てて(勉強しな
いで)効率的に勉強しようと思う」

この考え方は，
正しいだろうか？

Ⅱ．大学進学について
【２】入試制度を理解する ⑦一般選抜 ～絞り込み注意～

筑波大学・社会・国際学群・社会学類

ボーダー
教
科
数

試験科目

配点

2段階
選抜得点率

（％）

得点

総点 英 数 国 理 地・公
満点

75％

338

5
|
5

【英＋Ｌ、国必須】《数
1,1A,2,2B⇒1》
《理基,理⇒1》
《地･公⇒1》

450 100
※
100 100 50

※
100 7倍450



筑波大学・社会・国際学群・社会学類

ボーダー
教
科
数

試験科目

配点

2段階
選抜得点率

（％）

得点

総点 英 数 国 理 地・公
満点

75％

338

5
|
5

【英＋Ｌ、国必須】《数
1,1A,2,2B⇒1》
《理基,理⇒1》
《地･公⇒1》

450 100
※
100 100 50

※
100 7倍450

山形大学・人文社会科学部・グローバルスタディーズ

ボーダー
教
科
数

試験科目

配点

2段階
選抜得点率

（％）

得点

総点 英 数 国 理 地・公
満点

65％

520
文
系
型

【英※L,国必須】

《数1,1A,2,2B⇒2》
《理基,理⇒1》
《地･公⇒2》

800 200 100 200 100 200 －
800

「Kei-Net大学検索システム」より一部加筆

Ⅱ．大学進学について
【２】入試制度を理解する ⑦一般選抜 ～絞り込み注意～



国公立大を第一希望とする
者は，早期に安易な科目の
絞り込みはしないこと！

円グラフは共通テストの教科・科目構成パターン別に募集人員の占
める割合を表したもの。数値は2021年度入試のも〔kei-netより〕

（参考）国公立大学共通 テスト必要教科・科目数の状況

類型 教科・科目構成 ( )内は科目数

文系学部型(６教科8科目) 国語,地歴(1),公民(1),数学(2),理科Aﾊﾟﾀｰﾝ,外国語

理系学部型(６教科7科目) 国語,地歴及び公民(1),数学(2),理科Dﾊﾟﾀｰﾝ,外国語

国公立大入試では、共通テストは理系では6教科7科目，文系では6教科8科目を課す
大学が大半を占める。
受験候補である大学・学部・学科（専攻・コース）で課される科目を調べておくことが重要！

私立大を第一希望とする者も，
標準的な受験科目（３教科型）
での学習を継続すること！

Ⅱ．大学進学について
【２】入試制度を理解する ⑦一般選抜 ～絞り込み注意～



Ⅱ．大学進学について
【２】入試制度を理解する ⑧一般選抜 ～｢諦めない！｣～

国公立大の後期日程の欠席率は年々上昇を続けている。
【要因】
① 前期日程（第１希望校）で合格し受験生が欠席。
② 後期日程の募集定員が減少→分母となる出願者数が減少している。
③ 合格した私立大学への進学を早期に決めてしまう。
④ 新型コロナ感染症拡大の影響により，受験機会を絞り③に拍車がかかった。



Ⅱ．大学進学について
【２】入試制度を理解する ⑨2025年度(新課程)入試



2025年度共通テスト 現行課程履修者への経過措置
現行の教育課程を履修した志願者（2023年度の高校３年生以上）に対しては、現行の共通テスト出題教
科・科目が経過措置科目として出題されます。
新教育課程の「情報Ｉ」に関しては、「旧情報（仮）」として別科目が設置され、旧課程「社会と情報」
「情報の科学」の共通部分に対応した必答問題と、「社会と情報」「情報の科学」それぞれに対応した選
択問題が出題されます。

なお、現行課程履修者は、新課程科目と経過措置科目どちらも選択することが可能で、新旧両課程の教科を混ぜ
て受験することも可能です。ただし、地理歴史、公民で2科目受験する場合、例えば「歴史総合、世界史探究」と「旧日
本史B」のように新旧を組み合わせて選択することはできません。

Ⅱ．大学進学について
【２】入試制度を理解する ⑨2025年度(新課程)入試



Ⅱ．大学進学について
【３】今後の日程・取り組み

月 定期
考査

模擬試験 主な入試日程概要 主な校内進路関連 主な推薦会議

４
５

全統[記述] 【会場】
駿台[記述] 【会場】

・進路GDⅠ｢入試全般｣
・進路考え｢進路手引｣
・｢小論文模試 ｒｅｗｒｉｔｅ｣

６ 前期
中間

ベネッセ[共テ]【校内】 ・一部の総合型選抜で，出願
要件となる取組の申込開始。

・進路考｢特別選抜入試」
・保護者進路説明会
・進学課外Ⅱスタート
・進路GDⅡ｢講演会｣

７ ベネッセ[記述]【校内】 ・各大学選抜要項発表 ・三者面談

８ 全統[共テ] 【会場】
全統[記述] 【会場】
代ゼミ：東北大OP模【会場】

・進路GDⅢ｢併願校｣

９ 前期
期末

ベネ・駿[共テ]【校内】
駿台[記述] 【会場】

・総合型選抜出願(9/1～) ・共通テスト説明会
・共通テスト願書作成

校内推薦選考会
議①(9/13)

１０ ベネ・駿[記述] 【校内】
全統[記述] 【会場】
全統[共テ] 【会場】

・共通テスト出願
(学校一括で送付)

・共通テスト説明会① 校内推薦選考会
議②(10/12)

１１ 後期
中間

ベネ・駿[共テ] 【校内】
全統：東北大OP他 【会場】
駿台：東北大実践他【会場】
全統[共テプレ] 【会場】

・総合型選抜合格発表(11/1～)
・学校推薦型選抜出願(11/1～)

・｢私立併願ガイダンス｣

１２ (代ゼミ[共テプレ])    【校内】 ・各大学一般選抜募集要項発表 ・共通テスト説明会②

１ 河合塾パック[共テ] 【校内】 ・私立大一般選抜出願(1月初旬～)
・共通テスト
・国公立大一般選抜出願(1/22~31)

・共通テスト直前集会



入学定員１１３名なのに

Ⅲ．ちょと余談



キラキラ広告に注意！

Ⅲ．ちょと余談



Ⅳ．専門学校進学について→専門分野の即戦力を身につける場
→明確な目的を持って進学すべき場

① ｢就職率｣に注意！･･･入学生数→就職者数/卒業生数
② ｢合格率｣に注意！･･････････合格者数/受験人数
③ 資格取得ができるのか？･･･他大学での単位取得料金追加
④ 年間の授業日数･･･････････休業日が多い
⑤ １日の授業時間･･･授業開始時刻が遅い・終了時刻が早い
⑥ 施設の開放時間･･･授業が終わるとすぐ閉門。土日閉門。



他の進路選択のどれよりも覚悟を持って決めることが大切！

① 明確な目的を持って進学すること！
→「興味があるから・・・」は，無駄な学費を納めることになる。
→「その業界に就職し，生きていく」覚悟はあるのか。

② 進学しようとしている専門学校は，希望を叶えるために最適か
→募集定員，入学者数，卒業者数の変化は？
→(就職率100％)＝(就職者数)／(卒業者数)×100 であれば良いが･･･
→授業がしっかり行われているか？･･･朝が遅い，閉門が早いなど。

より批判的な視点で
・・・オープンキャンパスは保護者(保証人)と参加すること。

次の２つの事柄について，確認すること！
①「自分自身」のこと
②「専門学校」について

具体的には，

Ⅳ．専門学校進学について→専門分野の即戦力を身につける場
→明確な目的を持って進学すべき場



Ⅴ．様々な経路で叶えることができる職業について
～将来を見据えて，視野を広げて検討～

＜例＞看護師



Ⅴ．様々な経路で叶えることができる職業について
～将来を見据えて，視野を広げて検討～



看護体験などで生の声を聞くことが大切。
たぶん，｢どんな場所で働くのか｣
で変わると思われる。

Ⅴ．様々な経路で叶えることができる職業について
～将来を見据えて・視野を広げて，検討～



1 相談
 担任の先生としっかり話し合う
※当然，募集要項や願書に基づきながら

└指定校推薦については進路指導室

!!!出願要件!!! 履修科目，評定平均等
大学から評定が指定されておらず成績優秀者を求める
条件がある場合の目安として
学校内規で大学3.5以上，短大3.2以上，他2.7以上

１人１応募（１人１校）しか出願できない
既に出願した総合型選抜及び学校推薦型選抜の不合格が
確定している場合は応募･出願できる

ポイント
★対象が第一志望校であるか？
｢合格したら入学すること｣が出願要件となっていることが多い。

★アドミッションポリシーと志望の動機
★武器としてのアピールポイント
★聞く力・話す力・読む力・書く力
★ダメだったときのリスクと対応

Ⅵ．総合型選抜・学校推薦型選抜 ～本校の手続きと日程～



2 決断

自分の意志で積極的に決断する

ＮＧポイント

×親や塾の先生に言われたから

×早く決めて楽になりたいから

×自分は一般入試では無理だから

Ⅵ．総合型選抜・学校推薦型選抜 ～本校の手続きと日程～



3 校内手続き書類
 所定の諸用紙を提出する

学校推薦型入試（指定校・公募）

★「学校推薦型選抜入試 応募願」

※進路資料室と職員室にあります。

★「受験届け 兼 調査書発行願い 兼 台帳」

※推薦会議で決定後，担任から受領し必要事項記入し担任へ提出。

総合型選抜入試

★「総合型選抜(AO入試)・自己推薦入試応募確認書」

※進路資料室と職員室にあります。

★「受験届け 兼 調査書発行願い 兼 台帳」

※応募決定後速やかに，担任から受領し必要事項記入し担任へ提出。

Ⅵ．総合型選抜・学校推薦型選抜 ～本校の手続きと日程～







４ 校内日程と手続き
～学校校推薦型入試に関する
「学校推薦型入試応募願｣提出と｢推薦選考会議｣～

（１）第１回校内応募について

※出願締切日が10/20(金)までの募集単位が対象

ただし，専門学校等で10/12(木)までに出願受付が開始され，出願

期間が長期間の募集単位についても選考対象になる場合がある。

→９月６日（水）17:00までに

「学校推薦型入試応募願」を担任へ提出

→ 9月13日(水)進学推薦校内選考会議①開催

※翌日，定員が充足した募集単位を公表。

Ⅵ．総合型選抜・学校推薦型選抜 ～本校の手続きと日程～



（２）第２回校内応募について
※出願締切日が10/21(土)~１/12(金)までの
募集単位が対象
ただし，専門学校等で1/12(金)までに出願受付が開始され，出願

期間が長期間の募集単位についても選考対象になる場合がある。

→10月６日（金）17:00までに
「学校推薦型入試応募願」を担任へ提出

→ 10月12日(木)進学推薦校内選考会議②開催

※翌日，定員が充足した募集単位を公表。

Ⅵ．総合型選抜・学校推薦型選抜～本校の手続きと日程～



（３）第３回校内応募について

※出願締切日が1/13(土)以降の募集単位が対象

→12月19日（火）17:00までに

「学校推薦型入試応募願」を担任へ提出

→ 12月22日(金)進学推薦校内選考会議③開催

※翌日，定員が充足した募集単位を公表。

Ⅵ．総合型選抜・学校推薦型選抜 ～本校の手続きと日程～



（４）第1回～第3回において応募することが望ましい。
しかし，随時，校内応募することも可能である。
ただし，その際の注意点・手続きは次のようになる。
【注意点】
・定員が充足した募集単位には応募・出願できない。
すなわち，定員が未充足である募集単位や定員制限
のない募集単位には応募できる。

・出願締切まで，出願書類の準備等の作成に余裕がな
い場合の応募はやめてもらいたい。

【手続き】
→「学校推薦型入試応募願」を担任へ提出
→ 応募の後，学年生徒全体にその募集単位に応募

を希望する生徒を確認。
→ 進学推薦校内選考会議を開催
※翌日，定員が充足した募集単位を公表。

Ⅵ．総合型選抜・学校推薦型選抜 ～本校の手続きと日程～



第１希望の募集単位と第２希望の募集単位とを同時に応募す
ることができる。

① 選考に際しては，第１希望の生徒が優先される。

② 校内選考の結果，第２希望で選考された場合，確実に

その学校に出願し，合格した際には必ず入学すること。

ただし，併願を認めている場合は入学を確約するもの

ではない。

５ 本校の推薦の規定(概要)①

Ⅵ．総合型選抜・学校推薦型選抜～本校の手続きと日程～



総合型選抜と学校推薦型選抜の併願について

 総合型と学校推薦型を併願できる条件は，以下の通りであ
る。

＜別の学校(異なる募集単位)への応募＞

総合型選抜の不合格が確定後，

他校(他の募集単位)の学校推薦型に応募できる

＜同校同学科(同一の募集単位)への応募＞

総合型選抜の最終合格発表の確定前であっても応募できる。ただ

しその際，学校推薦型選抜の応募は第２希望の扱いとなる。

５ 本校の推薦の規定(概要)②

Ⅵ．総合型選抜・学校推薦型選抜～本校の手続きと日程～



※宮城大学の総合型選抜・学校推薦型選抜の流れ＜R6年度入試日程＞_

(9/13)9/20～9/27_総合型_出願
10月 6日(火) 校内応募締切（第2回校内応募と同日)

10/15･･･････総合型_１次選抜
10/27･･･････総合型_１次選抜合格発表
11/11&12･･･総合型_2次選抜
11/24･･･････総合型_最終合格発表

11月27日(月) 宮城大学校内選考会議

※総合型選抜で１次選抜合格者がいない場合は10/30(月)に実施。

※総合型出願者も第１希望の扱いで審議。

※定員が充足した場合，翌日その募集単位を公表。

12月12日(火)～19日(火) 出願期間

１月13日(土)・14日(日) 大学入学共通テスト

1月 27日(土)・・・・・ 試験日

2月 ７日(水) ・・・・・ 合格発表

５ 本校の推薦の規定(概要)③

Ⅵ．総合型選抜・学校推薦型選抜～本校の手続きと日程～



６ 受験準備

 あきらめない気持ちと感謝の心

小論文

★担当の先生によるマンツーマン指導。

★何を練習すべきか（過去問や傾向）は自分で！

★小論文練習用紙は進路資料室にある。

面接練習

★面接担当の先生，担任の先生等にお願いする。

★数多くの先生に自分で指導をお願いする。

★過去の質問例などは自分で調べて伝える！

★模擬面接評価表は進路資料室にある。

氏名等記入して模擬面接に持参する。

Ⅵ．総合型選抜・学校推薦型選抜～本校の手続きと日程～



７ 受験と受験後
 礼をつくす

受験直前

★受験が登校日なら「受験公認欠席願」を3日前まで！

★お世話になった先生方に元気に挨拶！

受験日当日

★協力してくれたすべての人に感謝してベスト尽くす。

受験後

★受験報告をお世話になった先生にする。

★「受験報告書」を提出する（問題冊子も提供して！）

★「成績開示」を請求し，報告する。

★合否いずれでも先生方に報告。礼をつくす。

Ⅵ．総合型選抜・学校推薦型選抜～本校の手続きと日程～



帰宅平均 18：42
(S層平均 １８：５４）

就寝平均 23：54
(S層平均 ２３：３６）

家庭生活平均５時間12分
(S層平均 ４時間４２分）

この時間を有効活用する！

就寝平均 23：54
(S層平均 ２３：３６）

起床平均 ６：27
(S層平均 ６：１８）

睡眠平均６時間 33 分
(S層平均 ６時間４２分）

52

Ⅶ．進路実現へのポイント



基本的生活習慣の確立
生活のリズムを一定に保つこと
「時刻の３点固定」
毎日の

時刻
時刻
時刻

を固定。

53

予習 

授業 復習 

学習のサイクル 

Ⅶ．進路実現へのポイント



① 何より授業が大切！

② 課外講習をしっかり受けよう！

③ 模擬試験を活用しよう！
・模擬試験は，受ける前の準備も大切ですが，何より受けた後の復習が大切！
・模擬試験は，ただ受けるだけでは，ほとんど意味のない行為である！

④ とにかく共通テストで得点すること。
共通テスト＋個別試験の科目別学習バランスを考えよう！
→苦手科目を克服？得点UP！

入試は最終的には総合得点で決まる。
・80点の科目について，20点UP→100点は難しい。 しかし，
・40点の科目について，20点UP→ 60点は可能！

⑤ 弱点部分の克服がカギ。
→他の受験生が当たり前に解けるレベルの問題を確実に得点！

Ⅶ．進路実現へのポイント



Ⅷ．学費 ～受験から→入学→生活→卒業まで～



Ⅷ．学費 ～受験から→入学→生活→卒業まで～



Ⅸ．最後に。

① 受験するのは，お子さんです。合格とその成長を楽しみに・・・。

② 我々にできるのは，支援・サポートだけ。

③ いつもの自然な振舞で，支援・サポートを。

④ 受験は長いです。無理せずお過ごしください。

⑤ 私は時に をして，
覚悟を強くして生徒の進路を決めさせます。

⑥ 疑問点・お困り事がございましたら，ご相談ください。

ご清聴 ありがとうございました。


